
第２期富山市行政改革実施計画［H23～H27］の進捗状況について 

１ 富山市行政改革実施計画 

◇ 計画期間：平成 23年度から平成 27年度迄（5年間） 

◇ 取組項目・・・１５２項目【基本目標…７、推進項目…３２】 

◇ 計画期間での実施取組項目数・・・１０８項目（一部実施、継続分も含む。） 

２ 数値目標の達成状況 

（１）職員総数の削減…５年間で、平成２２年４月１日の職員数（４，２２２人）の５．３％以上を

削減する。 

平成２７年４月１日の職員数…３，９５９人（△２６３人、△６．２％） 

（２）財政の健全化の堅持 

①平成２７年度までの各年度において、実質公債費比率を概ね１７．５％以内とする。 

平成２６年度実質公債費比率…１３．５％（２５年度…１３．８％）  

②平成２７年度までに、将来負担比率を概ね１７５％以内とする。 

平成２６年度将来負担比率…１３０．４％（２５年度…１４１．７％）  

３ 効果額【歳出削減額】… ▲約５３億円 

【主な内訳】 

基本目標 推進項目 取組項目 
効果額 

（千円） 

１ 簡素で効率的な行政運営 

(1)事務事業の再編・整理合理化 事務事業の見直し ▲1,940,613 

(4)新たな民間活用手法の推進 

清水町小学校跡地活用事業

における公民連携手法の活

用 

▲104,557 

２ 健全な財政運営の確保 

(2)歳入及び歳出の見直しによる

健全財政堅持 

情報システム運用経費の適

正化 
▲499,910 

(5)公営企業の経営健全化 

公的資金の補償金免除繰上

償還を実施し、金利負担の軽

減を図る。（上下水道局） 

▲274,180 

３ 時代に対応した行政サービ

スの提供 
(2)電子市役所への取り組み推進 情報システムの最適化 ▲91,344 

４ 人事管理及び給与の適正化 

(1)人事管理及び定員の適正化 定員適正化の推進 ▲1,844,120 

(2)給与の総点検をはじめとする

給与の適正化 
超過勤務時間数の削減 ▲460,249 



４ 平成２３年度から平成２７年度までで取り組んだ１０８項目の内訳 

１ 簡素で効率的な行政運営（４９項目） 

(1) 事務事業の再編・整理合理化（３８項目）

(2) 民間委託の推進（６項目）

(3) 民営化の推進（３項目） 

(4) 指定管理者制度の活用（１項目）

(5) 新たな民間活用手法の推進（１項目） 

２ 健全な財政運営の確保（３６項目） 

(1) 計画的な財政運営と行政評価の活用（２項目）

(2) 歳入及び歳出の見直しによる健全財政堅持（１１項目） 

(3) 公共事業等の見直し（３項目）

(4) 公共施設の設置と管理運営（１７項目） 

(5) 公営企業の経営健全化（３項目） 

３ 時代に対応した行政サービスの提供（８項目） 

(1) 市民の視点に立ったサービスの検討（２項目） 

(2) 電子市役所への取り組み推進（６項目） 

４ 人事管理及び給与の適正化（４項目） 

(1) 人事管理及び定員の適正化（２項目） 

(2) 給与の総点検をはじめとする給与の適正化（１項目） 

(3) 定員・給与等の状況の公表（１項目） 

５ 職員の意識改革と組織の活性化（４項目） 

(1) 職員の意識改革と人材育成の推進（１項目） 

(2) 政策目的に対応したスリムな組織（１項目） 

(3) 外郭団体等の組織、経営の見直し（２項目） 

６ 行政の公正の確保と透明性の向上（４項目） 

(1) 市政に関する情報の積極的な提供（１項目） 

(2) コンプライアンスの推進（１項目） 

(3) 審議会等会議の公開（１項目） 

(4) 行政苦情オンブズマン制度の活用（１項目） 

７ 市民との協働の推進（３項目） 

(1) 市民参加による市政の推進（１項目） 

(2) 市民活動の支援による協働の推進（２項目） 


